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四日市市明るい選挙推進協議会 
(諏訪町１番５号・市選挙管理委員会事務局内) 

成人式での啓発に集まった皆さん （四日市市文化会館) 

従来従来従来従来のののの啓発啓発啓発啓発をををを生生生生かしかしかしかし、、、、未来未来未来未来のののの啓発啓発啓発啓発をををを考考考考えるえるえるえる    

 一昨年の財団法人明るい選挙推進協会全国研修会での講演において、①現代に求められる新しい主権者像

は、社会に参加し、自ら考え、自ら判断する主権者であり、そのためには、②若年層から高齢者まで、常に

学び続ける主権者を育て、③将来を担う子どもたちにも早い段階から社会の一員として主権者という自覚を

もたせるような啓発を行うことが重要であるというお話がありました。 

 地道に各地区で啓発物品などを配布する活動を積み重ねているだけでは、投票率の向上にはなかなか結び

つかない現実があります。これからの啓発は、常日頃から政治や社会の問題を考え、学習、体験を積み重ね

ることによって投票行動の質を高め、また、社会の諸活動への参加・体験を通じて社会の一員としての自覚

を促し、その中で数多くの政治的・社会的課題に対して的確に意思決定できる資質を育てるような活動を行

うことが求められていると考えます。たとえば、学校教育と連携して出前講座や模擬

投票などの参加・体験型の啓発をすれば、子どもたちの政治意識を醸成できるのでは

ないでしょうか。早い段階から地域の行事などに参加し、社会の一員として自覚でき

る環境に身をおくことによって、自分自身が「主権者」になっていることに気づくひ

とつのヒントになるかもしれないと考えています。 

 理想と現実には大きな隔たりがあるものではありますが、明推協委員のたゆまない

啓発によって、地域の方々も少しずつ政治や選挙に触れる機会が多くなり、「主権

者」として関心を持つ仲間を増やしていけたらと思います。 

明るい選挙推進協議会会長 髙橋 佳子 
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日 永 地 区日 永 地 区日 永 地 区日 永 地 区 で ので ので ので の 選 挙 啓 発選 挙 啓 発選 挙 啓 発選 挙 啓 発 をををを 省省省省 みみみみ るるるる    日永地区 鈴木 正明 

 平成24年度、日永はモデル地区に指定されており、日永 

地区で選挙啓発ができる行事が多々ある中で、 

 8月18日 日永ふれあい祭り(社協主催)日永カヨー駐車場 

 10月4日 日永すくすくサロン【親子運動会】 

     （民児協主催）南中学校体育館 

 11月4日 日永地区ふれあい文化祭(社協主催)日永小学校 

 3月3日 日永登城山梅林復活祭り(社協主催)登城山 

において、選挙啓発を例年より活発に実施しました。 

 私たち明推協委員は、啓発物品を配布する傍ら声を大に 

して選挙投票参加を呼びかけました。有権者の選挙投票参 

加への姿勢と意欲を感じ取ることが出来たと思っています。 

 しかしながら、若年層（２０歳代・３０歳代）の手応えがいまいち鈍く、今後の選挙啓発における私たち

明推協委員の姿勢・態度をより選挙に関心をもってもらえるものになるよう考察し、若年層の選挙投票参加

の意欲を向上させることが大切だと考えています。 

 また、地方選挙・国政選挙とも、投票率が右肩下がりである昨今、インターネット選挙運動が解禁になる

と思われる今後、明推協の啓発のあり方も従来どおりでなく、よりいっそうの努力と考察が必要と考えま

す。 

私たちの富洲原地区は、大正時代に東洋紡績の進出によって、まちが大変栄えてきましたが、時代の変遷

とともに、今は東洋紡績がなくなり、その跡地に大型スーパーが進出したため、商店街は寂れて活気がな 

 く、昔の面影がなくなってしまいました。選挙においても、市内 

 でも高投票率をあげていた地区であったのに、年々投票率が低下 

 してきています。残念なことと思っています。 

  まちの寂れと選挙の投票率とは共通しているのでしょうか。 

  「さまざまに変れば変る浮世かな・・・」という明治の文豪の 

 小説の書き出しの文句が思い出されます。 

  地区での選挙啓発の活動としては、７月の地区夏祭り、９月の 

 敬老会、11月の文化祭の地区行事において、少しでも投票率向上 

 の役に立つようにと有権者の方々に啓発物品を渡し、お願いをし 

 ています。これからも地区において「明るい選挙を推進する」と 

 いう会の目的に向かって活動を進めていきたいと思っています。 

《《《《 地 区 活 動地 区 活 動地 区 活 動地 区 活 動 のののの 紹 介紹 介紹 介紹 介 な どな どな どな ど 》》》》    

富 洲 原 地 区富 洲 原 地 区富 洲 原 地 区富 洲 原 地 区 のののの 啓 発 活 動啓 発 活 動啓 発 活 動啓 発 活 動 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て    富洲原地区  鈴木 稔 

ワクワクふれあいまつり 

  （モデル地区事業） 

   四日市大学祭での模擬投票 

モ デ ルモ デ ルモ デ ルモ デ ル 地 区 啓 発 事 業地 区 啓 発 事 業地 区 啓 発 事 業地 区 啓 発 事 業 にににに 参 加参 加参 加参 加 し てし てし てし て    海蔵地区  笹原 久子 

 地区の活動を委員の皆さんの積極的な協力で、いつも楽しく「明推協」の目標を守りながら、「桜まつ

り、菖蒲まつり、盆おどり、体育祭、文化祭」などの行事で啓発に取り組んでいます。今回モデル地区の指

定を受け、どうすればいいのかと正直悩んでいましたが、四 

日市スポーツランドで「秋のワクワクふれあいまつり」が開 

催されるということで、モデル地区（桜、富田、日永、海蔵） 

合同で啓発させていただくことになり、安心しました。 

 色とりどりの風船、ウェットティッシュなどを市民の方々に 

お渡ししながら、笑顔で受け取っていただく様子に投票率向 

上につながることを願いつつ・・・。 

 今年は参議院議員選挙があります。先輩委員の意見も参考 

に地区委員の皆さんと話し合いながら、今後も「明推協」の活 

動に取り組んでいこうと思います。 啓発物品配布準備中 

（ワクワクふれあいまつりにて） 
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 このキャラクターを見たら、「次の選挙はいつかな？」とか「あっ、選挙に行かな 

いと！」と思ってもらえるような、親しみやすいマスコットキャラクターを作りまし 

た。描いていただいたのは、雑誌「ひよこクラブ」に連載するなどでご活躍中の四日 

市市出身の漫画家、現代洋子さんです。 

 お腹のポケットは投票箱を、全身は四日市の頭文字「Ｙ」をイメージした姿になっ 

ています。また、四日市港の貨物積み下ろしで活躍しているガントリークレーンのイ 

メージで、赤と白でコーディネートしています。 

 名前は、公募を行い、応募数の多かった「せんぴょん」に決定しました。 

 今後の啓発活動にも活用していく予定ですので、よろしくお願いします。 

〔〔〔〔 事 務 局事 務 局事 務 局事 務 局 か らか らか らか ら 〕〕〕〕 

成人式で啓発活動する委員 

 私たちの中部地区は「共同地区」「同和地区」「中央地区」「港地区」「浜田地区」の５つの地区で構成

され、推進委員は各地区から各１名を選出しています。活動範囲は、四日市市の中心部にあたる、本庁・総

合会館・文化会館のほか商工会議所など中枢部を配し、主要駅も近鉄四日市駅・近鉄新正駅およびＪＲ四日

市駅があり、約１２，２００世帯が居住しています。投票所も中央第一から中央第五まで５ヵ所あり、広範

囲にわたっています。啓発活動はそれぞれの地区の行事に合わせ５名が分散協力し合って活動を行っていま

すが、各地区行事日程の競合などがたびたび起こり、全員そろって啓発活動を行うのが困難な場合があり、 

 充分満足した結果が得られないのが現状です。 

  昨年の衆議院議員総選挙においても四日市市の平均投票 

 率４７．９%に対して中部地区は４４．２％と約４％低い結 

 果になっており残念に思います。 

  今年の夏、実施される参議院議員選挙には、昨年実績より 

 １％でも高い投票率を目指し、５人全員力 

 を合わせ啓発活動に取り組んでいきたいと 

 思っています。 

中 部 地 区中 部 地 区中 部 地 区中 部 地 区 のののの 紹 介紹 介紹 介紹 介    
中部地区  須賀 亮一 

研修講師 上川氏 

  （県選管） 

羽津地区  久志本 正彦 

 私も明推協委員に携わって７年目になります。今日まで定年後の社会奉仕のつもりで、あまり考えないで

羽津地区の幹事に就いてきました。昨年末に、「明推協三泗支会指導者研修」に参加してほしいというお話

があり、１月１８日に少し雪が降っている中を聴講しました。 

 今まで、地区の頒布啓発と選挙立会人に参加してきましたが、少なからず勉強になりました。 

 主題は「最近の選挙制度をめぐる問題について」ということで、昨年の衆議院議員総選挙を振り返りなが

ら、投票率・得票率・無効投票率・一票の格差問題について三重県選挙管理委員会の上川講師から講義があ

りました。普段、関心があっても細かい数値で理解しがたいことが、少しばかり理解できました。続いて、

最近話題になっている「小選挙区定数見直し・比例代表制見直し・選挙区議員定数の見直し」についても現

況説明がありました。 

明推協三泗支会指導者研修明推協三泗支会指導者研修明推協三泗支会指導者研修明推協三泗支会指導者研修にににに参加参加参加参加してしてしてして    

熱心に聞く委員たち 

 あまり深く考えていなかった

私にとっては大変勉強になりま

した。小学生の頃から成人まで

の「未来の有権者事業」啓発活

動が大切であり、皆さんととも

に、微力ながらでも持続する啓

発活動にまい進することが重要

であると感じた研修でした。 

四 日 市 市 選 挙 啓 発四 日 市 市 選 挙 啓 発四 日 市 市 選 挙 啓 発四 日 市 市 選 挙 啓 発 キ ャ ラ ク タ ーキ ャ ラ ク タ ーキ ャ ラ ク タ ーキ ャ ラ ク タ ー 「「「「 せ ん ぴ ょ んせ ん ぴ ょ んせ ん ぴ ょ んせ ん ぴ ょ ん 」」」」 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て    



委 員  伊藤 征雄(八郷)  山田 眞美子(河原田)  須賀 亮一(中部)  鈴木 正明(日永)  久志本 正彦(羽津)   
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平 成平 成平 成平 成 ２ ５２ ５２ ５２ ５ 年 度 委 員 名 簿年 度 委 員 名 簿年 度 委 員 名 簿年 度 委 員 名 簿    

家城 進(楠)、早川 多津子(富田) 

     平成２５年４月１日現在 

広 報 委 員 会 委員長  萩 伸元 (小山田) 

よ ろ し く およ ろ し く およ ろ し く およ ろ し く お 願願願願 い し ま すい し ま すい し ま すい し ま す    

 

地区 氏  名 地区 氏  名 地区 氏  名 地区 氏  名 地区 氏  名 地区 氏  名 

 鈴木    稔  田中しず子 塩 森  法子  川北  眞輔 下 須原   皓  須賀  亮一 

富 生川  玉雄 常 齋藤 勝子 浜 佐藤志げ子 桜 池村  一三 野 宮下  博一 中 水谷  謙之 

洲 伊藤  盛惠 磐 藤原ゆき子  前田 祐子  伊藤  末次  筒井美知子 部 豊田百合子 

原 天野  茂利  塚本 和泉  萩    伸元  藤谷  昌久  渡邉    治  三日市  存 

 名倉  忠昭  鈴木 正明 小 北尾  喜子  服部  善男 大 中村須美子  坂口  一昭 

 山本  力 日 小林  幸子 山 水野 幸子  中島  幹雄 矢 林    純子  笹原 久子 

 髙橋  佳子 永 寺本都美子 田 大川 陽子 三 本田    榮 知 三宅  惠子  渡邉  柳一 

 林    玄雄  伊藤 明美  辻   丈和 重 服部  健治  三輪 真純 海 福田  知子 

富 渡邉  堯子  廣森  義招  北川  幸男  中嶌  一泰  山田眞美子 蔵 森下  尚子 

田 林    正雄  坂下  悦子 川 小林  三弘  國武 京子 河 今村    亘  大塚  義雄 

 荒木  暁美 四 古川とし子 島 腰地    孝  白鳥 和明 原 大平さなえ  笹岡 悦三 

 渡邉佳代子 郷 加藤喜代子  鈴木  映子  神代  正規 田 髙橋  艶子  山本江里子 

 荒木 厚子  舘   法生  駒田 明美  水谷  秀子  田中  啓之 橋 塚脇  大仁 

 久志本正彦  平井 好章  長谷川朝美 県 赤井眞知子  北谷 勝彦 北 服部  富子 

 山下    英  新開    昇 神 川村きさ代  矢田  惠美 水 田中貴美子  諸岡    彌 

羽 尾﨑久美子  田中  鈴子 前 井村 義則  山本 碩幸 沢 鎌田ひとみ  新屋  正紀 

津 山田  明美 内 光本  哲夫  加藤 正史  伊藤  征雄  清水 智子  川合  弘吉 

 八巻 敬司 部 浜名 京子  川森  優 八 石田  隆子  廣田  俊隆 楠 藤田  倫子 

 安田 久子  田中 昌枝  眞川    勇 郷 進士  弘 保 齋藤さち子  中村 妙子 

 仲谷 雄司  坂上 茂子 桜 加藤 榮一  山尾  和子 々 伊藤 正子  須藤 弘久 

常 谷﨑  滋夫 塩 今村 明義  渡邊  敏弘 下 日置  得祐  山川  憲夫   

磐 別所  春代 浜 中村 勝之  渡邊佳世子 野 豊田   隆  相馬  みね   

渡邉  堯子(富田)、別所 春代(常磐)、今村 亘（河原田） 

※「私たちの一票」はホームページにも掲載しています。(http://www.city.yokkaichi.mie.jp/senkyo/akaruisenkyo.html) 

あとがきあとがきあとがきあとがき    
○  昨年末の市長・衆院選では、期日前や当日の立会人にお世話になりました。「スムーズな選挙が出来た」と、

市橋選管委員長からお礼の言葉を賜りました。 

○  総会で感謝状を受けられた渡邉・別所・今村委員は、献身的な熱意と努力で貢献され、功績は誠に偉大で心よ

り祝福します。 

○  退任の家城・早川委員には、長年のご尽力に感謝し、引き続き地域でのご協力を切にお願いします。 

○  選管事務局の一尾次長は異動で楠総合支所長へ。今後のご健康とご活躍をお祈りします。 

○ 着任の大森次長ほか選管事務局職員とも協力し、明推協を発展させていきたいと思います。  （萩 伸元） 

総会で感謝状を受けられた方 平成２４年度に退任された方 


